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『JAPANREVIEW」NO.5(・994年刊)掲 載 論 文
荻生徂徠の市民社会(政 談)
オ ロ フ ・ リ デ ィ ソ
要 旨:荻 生徂徠(1666-1728)は 、60歳 位の ときに、彼の傑作一政談"PoliticalDiscussions"
一を書き、 この中で、徳川社会に対する彼の意見を示 し、社会をよ り良 くす るための、多 くの
改革を提案 した。経済学"PoliticalEconomy"に おいて、 これ は享保時代(1716-36)の 重要
な書物であった。
徂徠は、〈政談〉第1巻 の最初で、すでに、「総 じて国の治 と云 は、譬へば碁盤め目を盛 るが
如 し。 目を盛 ざる碁盤 にては、何程の上手にても碁は打たれぬ也」 と表現している。
彼は、制度"system"を 、碁盤 とい う比喩を使 ってイメージし、 この制度 は、徳川社会 を う
ま く整 えられた区画に分割す るとい うものである。〈政談〉の第1巻 は、 この碁盤 が基礎 とな
っていて、その基礎の上に、後 に続 く第2、 第3、 第4巻 が築かれている。徂徠の考 え方は、
新 しく正 しい秩序のある、新 しい封建制度であった。 しかし、再建がなされる前に、碁盤 は描
かれ枠組 されなけれ ぽな らなかった。同 じく く政談〉第1巻 の中で、「……碁 は如何様 にも打
た るべ き也」 と言っている。
貧困か ら、政治的無秩序が引き起 こされ るとい う事が、彼が中国と日本の歴史を長 い間勉強
し、60年 間を生 きた後の結論だった。富裕が、国家を存続 させる一方で、貧困は国家 の堕落を
意味する。3代 の中国では、国の秩序が しっか りしていた ので、貧困は現れず、その時代は
500年 以上続 いた。徂徠は、正 しい制度があれば、徳川社会 も豊かにな り、永 く存続す ると考
えている。 このような考 えをもって、彼はこの傑作を書 き、その中で悲 しむべ き状況 を描 き、
将軍吉宗に、多 くの政治的改革 と、経済的改革を提案している。
この論文では最後 に、徂徠が正 しいと考 えた碁盤の上の秩序 と、同じ頃に ヨーロッパで発展
した秩序 とを比較する。
マ ク ロの草 紙
(「開かれた作品」 としての 『枕草子』)
ツベ タナ ・ク リステ ヴ ァ
要旨:こ の論文は、清少納言の 『枕草子』の面 白さを追究 した ものである。その出発点 となっ
ているのは、テキ・ス トの跋文に出て くる 「をかし」 と 「たはぶれ」の二つのキー ・ワー ドであ
る。「をか し」 とい うのは、清少納言の美学的な価値観を象徴 してい るとともに、読者をテキ
ス トに 「招 きよせたい」 とい う作者の執筆 のス トラテジーの意味 もはらんでいるように思われ
る。一方、「たはぶれ」 とい うのは、歌枕や掛詞や縁語 などの当時の詩学のカテ ゴリーを表 し
なが ら、時代 を超 える 「あそび」の方法で もあると思える。付け加 えると、 このあそびが当時
の言葉づかいの表面にとどまらず、その意味の深層をつらぬ くメタポエテ ィックであるので、
意味を生じる言葉 のはた らきとして、平安朝の詩学 を知 らない現代の読者 にさえも、それを十
分 に楽 しめ る結果をもた らしてい るのでる。あるいは、「たはぶれ」的 に言 えば、『枕 草子』
は、当時 の詩 学 に閉 じこ もった 「真 っ暗 の草 紙」 とい うよ りも、普 遍性 を持 つ 「マ ク ロ
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(macro)の 草紙」の ように見えて くる。
『枕草子』の以上のような特徴 はウンベル ト・エーコの 「開かれた作品」(operaaperta)の
概念を連想 させ る。つまり、「作者は享受者 に完成 さるべき作品を提示す る」 とい う概念 であ
る。 しか しなが ら、西洋の文化 と文学を背景に開かれているエーコの概念 は、現代文学に集 中
して、それ以前の作品を取 り扱 っていない。一方、挙 げ られた音楽の作品の方が、『枕草子』
との共通点を持 っているように思われる。
以上の ような 「パ ラドックス」が、「表現、ないし表情向 きの文化」 と 「内容、ない しコソ
セプ ト向きの文化」 との問題に関連 していることを論 じ、次に 「表情向きの文化」 としての平
安朝文化の特徴に簡単 に触れる。それは、エーコの 「開かれた作品」の概念を一層開 こうとす
る試みでもある。
次に、『枕草子』を 「段」的に読みながら、それ らの読者への 「開 き方」を段階的に取 り扱
う。つま り、「は」段における 厂名づける」行為 とス トー リーを語 る名 のこと、「もの」段にお
ける読者をまきこむ よ うな 「波の語 り」の こと、エ ッセイ的 な段 における 「見立て」 と 「ず
れ」のあそびの こと、 日記的な段 の 「謎 のゲーム」 としての構造の こと等である。その視点か
ら、清少納言の歌の問題 に触れて、歌 も清少納言のデ ィスクールに表れている、詩的言語への
行動的な態度の結果であると論 じる。
最後には、『枕草子』の分類的な伝本 と雑纂的な伝本 との対立 を取 り上げて、それを調和 さ
せ ようとする。つ ま り、「完成 させ るべき作品」 としての 『枕草子』のテキス ト自体が異 なっ
た伝本の発生を条件 とするのであ り、 また、アーサー ・ウエイリーの解釈的な英語訳 も、その
異なった 「読み」のつなが りの一つである、と論 じる。
鎌倉幕府形成における宗教
東鑑を通して













大陸文化の伝来 によって、日本人は二つの異 なった文 脈 と接触 したのである。その一つは、
中国の世界観、 とりわ け中国を中心にす えた中華的地理観であ り、 もう一つは、仏典に基づい
た宗教的世界観であった。後者は、時空の両次元に於いて最 も広大無辺なものであ り、綿密な
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宇宙論 といっても過言ではない。 これ らの大陸伝来の世界観 を背景に 日本人は、 日本をその広
大なコソテキス トの中へ位置づけた時、小国とい う意味合いでしばしぼ 「辺地粟散」又 は 「粟
散辺土」 とい う表現を日本の ことにあてはめたのである。更 に、辺土 とい う観念は、 しばしば
末法思想 と結 び付 けられたのである。辺土に、そして末法時代に生 まれ るとい う、悪条件の重
なった境遇にあっては、解脱への期待 も無に等しい。
一方、 日本人の自分の住んでいる小国に対する評価 も時代 と共 に変わ ってい く。日本 は小国
ながら神仏の加護を受けている国であるとし、その結果、辺地粟散 どころか、天竺(印 度)と
震旦(中 国)と 並 んで仏法三国に列するものと見なされるに至 った。
専修念仏をとなえた法然等 と八宗の高僧 との葛藤 は、娑婆 と浄土に対する評価の差異 を反映
しているように思われ る。専修念仏者が阿弥陀の浄土への往生へ全ての期待を寄せているのに
対 して、南都仏教を代表す る高僧貞慶 は、娑婆又 は娑婆に近 い世界 の価値 も認めたのであっ
た。従 って、貞慶 は、 この穢土にその教 えを遺 して入滅 した釈迦、又 はその仏舎利 に対す る信
仰 が厚かった。更 に、弥勒及び観音への帰依 も唱道 したのである。 しかし、念仏をもっとも強
烈に否定 し、釈迦 に対する帰依をもっとも主張したのは、 日蓮である。 自分を常行菩薩 と同一
視 した 日蓮は、 日本 こそ法華経の真理 を広めるべ き恵まれた地 と見な したのである。
様々な真理の再考
マ ヤ ・ ミ ル シ ン ス キ ー
要旨=こ の論文は、一般に 「東洋哲学」 と呼ばれる分野 と、未知 に接近する際の比較方法論の
適用に関する批評研究である。
侘 ・寂や空 ・図の分析 を通 して(精 神の地図作成 として)真 理 の様々な形態、特 に、 日本で
固有に培われた もの、美 としての真理 を示そ うと試みたものである。合理的議論そのものや、
日中の哲学の領域を考慮した概念がそれ自体の不連続性を自覚 しつつあるヨー ロッパ哲学への
貴重 な課題 として示されている。
寂(日 本一中国間の伝統 で言 うところのji一 寂)の 哲学的概念 は、中国の新儒教 の初期か
ら、寂(ji)の 哲学者周敦頤による太極図の説明まで遡って、侘 ・寂 の美学 の包含 に関連す る
ものである。空の概念は、全 ての場所 の超越 として紹介 されている。
この論文は、現代 の哲学者像の考察 一身近な状況を熟慮 し、現在 の世界 の哲学の水平線 に現
れる無数の真理を解釈 し、明らかにす ることで結末を迎 える。
3つ の テ ーマ と2、3の 観 点
一日本近 ・現代文学史、文化史の書 き換 えのために一
鈴木貞美
要旨:今 日の日本文化史 と文学史が直面す る主要な三つのテーマについて提言する。 これらの
三つのテーマは、互 いに隣接 し、かつ、今 日の世界の情勢 と密接な関係をもつ。
1.日 本文化についての研究の国際化のためには、20世 紀の日本文化について、国際関係の
観点、 とりわけ、 アジア侵略 に伴 う問題がないがしろにされてきた ことを率直に反省 し、全面
的に再検討す ることが必要である。
2.科 学技術 の飛躍発展が、人々の生活様式を大 きく変 え、未来への夢を育む一方で、恐れ
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と懐疑を生 んでいるが、そ うした今 日の状態 とよく似た状況を、日本の1910年 代 に見いだす こ
とが出来る。1910年 ごろから、日本の思想や芸術 において、 ヨーロッパの思想 から影響 を受 け
なが ら、"生 命主義"が 横溢 した。 これを"大 正生命主義"と 呼ぶ。 これを再検討 し、その帰
趨を追 うことが、今 日のわれわれの思想状況を歴史的に相対化するために必要である'。
19世紀 の明治 日本人 とオスマ ン ・トル コ人 の日常生活 の西洋文化 の
物 の使 い方
セ レ ック ・エ ッセ ソベ ル
要 旨:19世 紀の日本 と トルコのエ リー ト層は、 日常生活の中で西洋か らの輸入文化 と固有の文
化を結 びつ け、折衷的な文化パターンをつ くりだしていた。 この論文では、西洋 における近代
的個人の誕生を促 した 「文明化の過程」(ノ ーバー ト・エ リアス)を 枠組み として、両国の改
革派エ リー ト層の服装、家屋、エチケシ トな どを比較分析す る。
近代化以前に存在 していた固有の文化パ ターンや規範 と西洋文化が重ね合わ され ることによ
り、両国の 「個人」 は、西洋 とは異 なった 「文明化の過程」を経験することになる。改革 と伝
統のせめぎ合いの中でつ くりだされた折衷的シンボ リズムは、政治的な色彩 を強 く帯 びたもの
であった。エ リー トたちは、公的な場において、西洋的な基準か らして 「文明的」な行動 と、
伝統的な基準からして 「文明的」な行動 との緊張の中で自我を維持 しなければな らなかった。
しかし伝統(す なわち私的生活)と は近代(す なわち公的生活)の 緊張 に対す る情的な 「やす
らぎの場」 とす る定説は、19世 紀の トルコと日本 にはあてはまらない。 エ リー トたちがやす ら













「親 コントロール仮説」と 「知り合い機会仮説」が支持され、女子について 「規範的順序仮説
が」支持されるようである。また、「世帯混雑仮説」や 「子供需要仮説」も部分的に支持され
るようである。
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